
横手市地域公共交通活性化協議会 事業名：令和７年度地域内フィーダー系統平成２５年１０月１日事業開始

事業の今後の改善点

実施状況、目標・効果の達成状況

生活交通確保維持改善計画

目的・必要性

定量的な目標・効果

事業・実施主体

確保・維持する系統の概要

評価項目

前回の評価結果（R5年度事業に対する評価）

基礎データ

【地域内フィーダー系統】
○横手デマンド交通
・運行事業者：市内タクシー８事業者
・運賃：１人乗車は距離料金500～5,000円、複数乗車はエリア料金400～1,800円
・運行日：毎日（365日）7:00～18:00
○横手市循環バス
・運行事業者：羽後交通株式会社
・運賃：１乗車200円
・運行日：毎日（365日）8:00～18:40
○地域内フィーダー系統バス路線

・合併状況：平成17年に1市5町2村が合併 ・人 口：79,352人（令和7年9月末現在）
・面 積：693.80平方キロメートル ・高齢化率：41.49%（令和7年9月末現在）
・協議会開催数：協議会3回、書面協議2回（令和6年10月～令和7年9月）

・利用状況に合わせたダイヤの調整、公共施設等の整備状況を踏まえた運行ルート
の見直し（羽後交通、横手市）
・横手市循環バスの運行形態の見直し、横手デマンド交通の維持と運行内容の協議
継続（横手市、羽後交通、タクシー事業者）

【実施状況等】

横手デマンド交通及び横手市循環バスにおいては、平成30年4月から事業実施している運転免許
証自主返納者に対する公共交通利用回数券の交付時にパンフレットを同封し、積極的な活用を
促している。また、地域内フィーダー系統バス路線においては、バス時刻表を市内全戸に配布し、
利用者への周知に努めたものの、コロナ禍を経た生活様式の変遷やダイヤ改正による運休・減
便などの影響から、ほとんどの路線で利用者数の目標値には達しなかった。

【目標】
・横手デマンド交通 年間利用者数 31,943人
・横手市循環バス 年間利用者数 33,814人
・地域内フィーダー系統バス路線 年間利用者数（対象系統の計） 35,300人
【効果】
・市内全域の交通手段の確保（交通不便地域の解消率100%）
・既存公共交通との連携による効率的な運行体系の実現(既存公共交通の再編)
・外出機会の増大による社会参加や地域活性化の促進
・病院や商業施設へのアクセス確保による生活環境の向上

自家用車の普及や人口減少等の要因により公共交通の利用者は激減してお
り、特に乗合バスは市内完結路線の大半が赤字路線となっている。今後更なる
路線改廃も懸念されており、将来を見据えた公共交通体系への見直しが求めら
れている。市民の生活の足を確保することは地域の活力となり、地域活性化に
もつながる。「安全で住みよいまちづくり」の実現のためには、デマンド交通と循
環バスそれぞれのメリットを活かした公共交通サービスが必要不可欠である。

【実績】 〔内訳〕 A ：3件、B ：6件、C ：1件
・横手デマンド交通 31,634人（達成率99.0%） ・横手市循環バス 43,268人（達成率127.9%）
・山内線９ 2,007人（達成率55.7%） ・朝日が丘上台線９ 2,826人（達成率94.2%） 他６系統

※評価の判定基準
・A⇒目標達成100%以上
・B⇒目標達成80%以上100%未満
・C⇒目標達成80%未満、又は、補助対象外（1運行当たり2人未満、運行割合30%未満）

【達成状況（結果）】

【評価】

・運転免許証自主返納者への回数券交付時にパンフレットを同封する取り組みを継続するとともに、
様々な機会を活用し事業の周知を図る。

・利用者の定着や新規利用者の獲得に向け、利用ニーズに合った運行となるよう事業者と連携し
て協議・検討を続ける。

・事業者と連携しながら、利用ニーズに応じて見直し等を検討し利便性向上を図る。

・横手デマンド交通 36,596人（96.1%） ・横手市循環バス 41,163人（132.8%）
・地域内フィーダー系統バス路線〔抜粋〕 4,836人（60.5%）、8,710人（73.2%）

・横手デマンド交通及び横手市循環バス
運転免許証自主返納者へ回数券交付時パンフレットを同封する取組を継続し利用促進を図る（一次評価）
・地域内フィーダー系統バス路線
事業者と連携しながら、利用ニーズに応じて見直し等を検討し利便性向上を図る（一次評価）
新規需要の掘り起こしや利用促進において多様な主体と連携した取組を期待する（二次評価）

資料１
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横手市地域公共交通活性化協議会
横手デマンド交通 概要
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横手市地域公共交通活性化協議会
横手市循環バス 概要
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横手市地域公共交通活性化協議会
地域内フィーダー系統バス路線 朝日が丘上台線３ 概要
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横手市地域公共交通活性化協議会
地域内フィーダー系統バス路線 朝日が丘上台線９ 概要
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横手市地域公共交通活性化協議会
地域内フィーダー系統バス路線 朝日が丘上台線１０ 概要

6



横手市地域公共交通活性化協議会
地域内フィーダー系統バス路線 大森線１０ 概要
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横手市地域公共交通活性化協議会
地域内フィーダー系統バス路線 山内線４ 概要
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横手市地域公共交通活性化協議会
地域内フィーダー系統バス路線 山内線９ 概要
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横手市地域公共交通活性化協議会
地域内フィーダー系統バス路線 横手本荘線２ 概要
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横手市地域公共交通活性化協議会
地域内フィーダー系統バス路線 横手本荘線１３ 概要
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①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（２事業年度前）（又
は類似事業）の事業評価結果の

反映状況
④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況 ⑥事業の今後の改善点

（特記事項を含む）

つばめ自動車（株）

横手デマンド交通

横手市全域(ただし、横
手駅を中心とした一部
市街地は乗り降りできな
い。)

・自治体広報による利
用促進

【前回（２事業年度前）の
評価結果】
・運転免許証自主返納者に
対する公共交通利用回数券
交付事業において、回数券
交付時にパンフレットを同封す
る取り組みを継続する。事業
者等との協議を行い、利用者
の定着や新規利用者の獲得
を目指す。

【評価結果の反映状況】
・計画への反映の有無：
有
・運転免許証自主返納者向
けに、回数券交付時にパンフ
レットを同封する取り組みを継
続して実施している。また、循
環バス実証実験にかかる住民
説明会の際に事業の紹介及
びパンフレットの配布を行って
おり、様々な機会を活用して
利用者の掘り起こしを図って
いる。
・令和5年度より福祉部門に
おいて交通助成券を交付して
おり、当該回数券の周知も積
極的に行い、公共交通の利
用を促している。

A 事業が計画に位置付
けられたとおり、適切に
実施された。

・住民説明会や市報で
地域公共交通に関する
広報を行い、利用の周
知を図った結果、利用
者数の減少を抑制でき
た。

B ・利用者数
【目標値】31,943人/年
【実績値】31,634人/年
【達成率】99.0%

・一人あたりの財政支
出
【目標】990円
【実績】904円(▲86円)

・利用者数は前年度比
92.8%とやや減少した。
その要因として、人口
減少はもちろんのこと、
物価高に起因した部分
もあると捉えている。

・運転免許証自主返
納者に対する公共交
通利用回数券交付
事業において、回数
券交付時にパンフレッ
トを同封する取り組み
を継続するとともに、
地域での説明会や他
分野の各種会議等、
様々な機会を活用し
事業の周知を図る。ま
た、より使いやすい事
業となるよう随時事業
者等との協議を行い、
利用者の定着や新規
利用者の獲得を目指
す。
・福祉部門で交付して
いる交通助成券の制
度周知も積極的に行
い、公共交通の利用
を促す。

（資）浅舞タクシー

（同）沼館タクシー

さとみタクシー（有）

（資）大森タクシー

（有）ユニオン交通

よこてタクシー（株）

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）
令和８年１月 日

協議会名：横手市地域公共交通活性化協議会

評価対象事業者名：地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金
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①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（２事業年度前）
（又は類似事業）の事業評

価結果の反映状況
④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況 ⑥事業の今後の改善点

（特記事項を含む）

羽後交通(株) 市内循環バス

横手バスターミナル～平鹿
総合病院～イオンスーパー
センター～平鹿総合病院
～横手バスターミナル（一
周29.1km）

・自治体広報による利用
促進

【前回（２事業年度前）
の評価結果】
・利用者の定着や新規利
用者の獲得に向け、利用
ニーズに合った運行となるよ
う事業者と連携して協議・
検討を継続して
いく。

【評価結果の反映状況】
・計画への反映の有
無：有
・事業の実施にあたっては
事業者と都度連絡を取り
合いながら行っている。

A 事業が計画に位置付け
られたとおり、適切に実
施された。

・住民説明会や市報で
地域公共交通に関する
広報を行い、利用の周
知を図った結果、利用
者数の増加につながっ
た。

A ・利用者数
【目標値】33,814人/年
【実績値】43,268人/年
【達成率】127.9%

・前年度に引き続き、
利用者数が増加してお
り、利用状況はコロナ禍
前の水準近くまで回復
しつつある。

・利用者の定着や新
規利用者の獲得に向
け、利用ニーズに合っ
た運行となるよう事業
者と連携して協議・検
討を継続していくとと
もに、実証運行を行う
準備を進め、さらなる
利用増に向けたルート
の見直しも含めた検
討を行う。

羽後交通(株) 朝日が丘上台線３
横手バスターミナル～上

台（7.1㎞）
上台～横手バスターミナ

ル（7.4㎞）

・令和7年4月よりダイヤ改
正、運賃改定

B ・利用者数
【目標値】4,400人/年
【実績値】4,303人/年
【達成率】97.7%

・コロナ禍による外出自
粛・行動規制はほぼなく
なったと言えるものの、沿
線上にある横手病院にお
いては診察や面会の制限
も引き続き行われているこ
とから利用者減になってい
ると考えられる。
・全便土日祝日運休とし
ている。

朝日が丘上台線９
横手駅東口～横手バス

ターミナル（14.7㎞）

・令和7年4月より運賃改
定

B ・利用者数
【目標値】3,000人/年
【実績値】2,826人/年
【達成率】94.2%

・全便土日祝日運休とし
ている。 13



①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（２事業年度前）
（又は類似事業）の事業評

価結果の反映状況
④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況 ⑥事業の今後の改善点

（特記事項を含む）

羽後交通(株) 朝日が丘上台線１０
横手駅東口～横手バス

ターミナル（14.1㎞）

・令和7年4月より運賃改
定

【前回（２事業年度前）
の評価結果】
・ダイヤ改正の影響等も鑑
み、利用状況を事業者とと
もに注視しながら実態に即
したダイヤ設定及び目標設
定を行う。
・路線バスの時刻表の全戸
配布を継続することで、利
用者の掘り起こしを図る。
・事業者と連携しながら、
利用ニーズに応じて見直し
等を検討し利便性向上を
図る。

【評価結果の反映状況】
・計画への反映の有
無：有
・路線バスの時刻表を全戸
配布し、利用者への周知
に努めた。
・運転免許証自主返納者
向けのチラシに、割安な定
期券や回数券の割引等の
情報を掲載し配布すること
で、利用者の掘り起こし・
積極的な活用を促している。
・令和5年度より福祉部門
において交通助成券を交
付しており、当該回数券の
周知も積極的に行い、公
共交通の利用を促している。

A 事業が計画に位置付け
られたとおり、適切に実
施された。

・運賃改定および一部
路線のダイヤ改正を行
い、収支改善が図られ
た。
・利用実態に即した目
標設定を行ったことで、
該当路線でおおよそ目
標を達成することができ
た。

B ・利用者数
【目標値】3,800人/年
【実績値】3,659/人
【達成率】96.2%

・コロナ禍による外出自
粛・行動規制はほぼな
くなったと言えるものの、
コロナ禍が⾧期化したこ
とによる影響は、まだ続
いていると考えられる。
・全便土日祝日運休と
している。

・ダイヤ改正の影響等
も鑑み、利用状況を
事業者とともに注視し
ながら実態に即したダ
イヤ設定及び目標設
定を行う。
・路線バスの時刻表の
全戸配布を継続する
ことで、利用者の掘り
起こしを図る。
・事業者と連携しなが
ら、利用ニーズに応じ
て見直し等を検討し
利便性向上を図る。

大森線１０
横手バスターミナル～大

森病院前（17.9㎞）
大森病院前～横手バス

ターミナル（17.7㎞）

・令和7年4月より運賃改
定

A
・利用者数
【目標値】8,500人/年
【実績値】8,613人/年
【達成率】101.3%

・全便土日祝日運休と
している。

山内線４
横手駅東口～三又温

泉入口（23.9㎞）

・令和7年4月よりダイヤ改
正、運賃改定

A

・利用者数
【目標値】2,800人/年
【実績値】3,755人/年
【達成率】134.1%

・全便土日祝日運休と
している。
・ダイヤ改正に伴い、他
路線（清陵学院線）
利用者が山内４系統
を利用するようになった
ことで利用増につながっ
たと考えられる。
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①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（２事業年度前）
（又は類似事業）の事業評

価結果の反映状況
④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況 ⑥事業の今後の改善点

（特記事項を含む）

羽後交通(株) 山内線９
三又温泉入口～横手

駅東口（23.2㎞）

・令和7年4月より運賃改
定

C ・利用者数
【目標値】3,600人/年
【実績値】2,007人/年
【達成率】55.7%

・当該系統は農村部から
市街地への系統となって
いるものの、実際には沿
線の学校（横手清陵学
院）の帰りの利用が主と
なっている。コロナ禍による
外出自粛・行動規制は
ほぼなくなったと言えるも
のの、コロナ禍が⾧期化し
たことによる影響は、まだ
続いていると考えられ、ま
た、夕方の便については
保護者による送迎が年々
増加していることが利用
者減の大きな要因と思わ
れる。
・全便土日祝日運休とし
ている。

横手本荘線２
横手バスターミナル～坂

の下（24.9㎞）
坂の下～横手バスターミ

ナル（24.4㎞）

・令和7年4月よりダイヤ改
正、運賃改定

B ・利用者数
【目標値】6,800人/年
【実績値】6,552人/年
【達成率】96.3%

・当該系統は日中の便を
中心としたダイヤになって
おり、コロナ禍による外出
自粛・行動規制はほぼな
くなったと言えるものの、コ
ロナ禍が⾧期化したことに
よる影響は、まだ続いてい
ると考えられる。
・ダイヤ改正により一部を
土日祝日運休としている。
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①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（２事業年度前）
（又は類似事業）の事業評

価結果の反映状況
④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況 ⑥事業の今後の改善点

（特記事項を含む）

羽後交通(株) 横手本荘線１３
坂の下～横手バスターミ

ナル（27.7㎞）

・令和7年4月よりダイヤ改
正、運賃改定

B ・利用者数
【目標値】2,400人/年
【実績値】2,341人/年
【達成率】97.5%

・コロナ禍による外出自
粛・行動規制はほぼな
くなったと言えるものの、
沿線上にある平鹿総合
病院においては診察や
面会の制限も引き続き
行われていることから利
用者減になっていると考
えられる。

【二次評価】
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事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

別添１－２

令和８年１月 日

協議会名： 横手市地域公共交通活性化協議会

評価対象事業者名： 地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

横手市は、東側が奥羽山脈、西側は出羽丘陵に囲まれた横手盆地の中央部に位置し、東西は45km、南北は
35km、総面積693.80㎢という広大な面積を有している。
市内公共交通は、鉄道2路線、路線バス14路線、タクシー会社8社などにより構成されている。鉄道について
は、南北に奥羽本線、東方向に北上線が運行し、秋田市や大仙市、湯沢市、北上市などと結ばれている。路線
バスは、横手駅に隣接した横手バスターミナルを基点とし、放射状に運行されている。

近年は自家用車の普及や人口減少などの要因により公共交通の利用者は激減している。特に乗合バスは、
市内完結路線のほとんどが赤字路線であり、路線維持のため市では毎年多額の財政支出を行っている。また、
今後の更なる路線改廃も懸念されており、将来を見据えた公共交通体系への見直しが求められている。
市では、平成23年3月に「横手市地域公共交通総合連携計画」を策定し、「安心で住みよいまちづくり」に向け
て、高齢化に対応したモビリティの確保、将来にわたり持続可能な公共交通システムの構築を目指し、デマンド
型乗合タクシーである「横手デマンド交通」と、市街地の一部に設定した中心部バスゾーンをエリアとする「循環
バス」の運行を、平成25年10月から開始したところである。
また、平成31年3月には、「横手市総合計画」「都市計画マスタープラン」の理念、方針の実現を図るため、「横
手市地域公共交通網形成計画」を策定したところであり、基本方針として「移動手段の確保」、「公共交通の利
用が不便なエリアの解消」、「まちづくり戦略との連携」、「情報発信と利用促進」を掲げ、市の公共交通を取り巻
く様々な課題を整理し、持続可能な地域公共交通の在り方について恒常的に検討することで、市民の皆様や
当市を訪れる全ての皆様の移動手段の確保、快適な移動環境の創出を図ることを目指している。横手市地域
公共交通網形成計画の計画期間が令和5年度で終了したことから、令和6年度からの5年間を計画期間とする
「横手市地域公共交通計画」を策定し、利便性の高い持続可能な公共交通ネットワークの構築に向けて取り組
むこととしている。
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